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女
性
の
悩
み
ご
と
相
談

（

要

予

約

）

　
【
相
談
日
時
】毎
週
月
曜
日
の
午

後
１
時
半
～
４
時
半
（
要
予
約
）

　

子
ど
も
や
親
と
の
関
係
に
つ
い

て
悩
ん
で
い
る
▽
嫁
・
姑
問
題
で

困
っ
て
い
る
夫
や
恋
人
と
う
ま
く

い
っ
て
い
な
い
こ
れ
っ
て
Ｄ
Ｖ

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
？
▽
ア
ル
コ
ー
ル
や
借
金
の

問
題
近
所
や
友
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル

職
場
の
人
間
関
係
が
憂
う
つ
イ
ラ

イ
ラ
し
た
り
、
落
ち
込
ん
だ
り
す

る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
悩
み
や
気
持

ち
を
整
理
し
た
い
方
、
ど
こ
に
相

談
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

と
い
う
方
も
、
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は

女
性
の
方
に
限
り
ま
す
。

女
性
弁
護
士
に
よ
る 

法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
【
相
談
日
時
】毎
月
第
１
金
曜
日

の
午
前
９
時
半
～
午
後
零
時
半

　

離
婚
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

▽
相
続
や
遺
言
に
つ
い
て
▽
土
地

や
お
金
の
問
題
▽
損
害
賠
償
請
求

し
た
い
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

こ
れ
ら
の
法
律
に
関
す
る
相
談
を

女
性
弁
護
士
が
お
受
け
し
ま
す
。

男
性
も
相
談
が
で
き
ま
す
。

図
書
や
ビ
デ
オ
の
貸
し

出
し
も
行
っ
て
い
ま
す

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
家
族
・
子
育
て

な
ど
、
男
女
共
同
参
画
関
連
本
を

い
ま
す
。
登
録
し
た
方
に
は
、
情

報
誌「
と
き
め
き
」（
年
２
回
発
行
）

や
講
座
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
男

女
共
同
参
画
社
会
形
成
の
目
的
に

沿
っ
た
活
動
を
す
る
団
体
に
は
、

場
所
の
提
供
な
ど
の
活
動
支
援
を

行
い
ま
す
。　

②
シ
ネ
マ　

お
し
ゃ
べ
り
サ
ポ
ー

de

タ
ー

　

名
作
映
画
を
鑑
賞
し
、
鑑
賞
後

に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
生
き
方
を

学
ぶ
「
シ
ネ
マ　

お
し
ゃ
べ
り
」。

de

年
に
数
回
開
催
の
企
画
・
運
営
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
中
。

③
パ
パ
ク
ラ
ブ
＠
東
久
留
米

　

パ
パ
の
楽
し
み
方
を
追
究
し
て

中
心
に
約
８
０
０
冊
の
蔵
書
と
内

閣
府
な
ど
で
制
作
し
て
い
る
啓
発

ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
あ
り
ま
す
。

２
冊
ま
で
、
２
週
間
の
貸
し
出
し

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
自
治

体
発
行
の
男
女
共
同
参
画
情
報
誌

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
カ
ウ
ン

タ
ー
席
が
あ
り
ま
す
の
で
、
調
べ

物
や
ち
ょ
っ
と
し
た
休
憩
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

募
集
し
て
い
ま
す

①
フ
ィ
フ
テ
ィ
・
フ
レ
ン
ズ

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
考
え
に
賛
同
し
て
く
だ

さ
る
個
人
・
団
体
に
、
セ
ン
タ
ー

の
応
援
団
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て

愛称はフィフティ2（フィフティ・フィフティ）

み
ま
せ
ん
か
。
男
性
に
よ
る
男
性

の
た
め
の
学
習
や
イ
ベ
ン
ト
企
画

を
行
う
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
パ
パ
に
な
る
方
も
、「
何

か
楽
し
そ
う
」
と
思
っ
た
方
も
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動

２
０
０
９
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
、Ｄ
Ｖ（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

や
虐
待
な
ど
の
暴
力
防
止
を
訴
え

る
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
同
セ

ン
タ
ー
で
は
、
リ
ボ
ン
を
ボ
ー
ド

に
留
め
て
、
大
き
な
リ
ボ
ン
を
作

る
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運

動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
度
の
リ
ボ
ン
は
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル
「
Ｏ
Ｂ

会
手
芸
ク
ラ
ブ
」（
代
表
・
峰
岸
そ

よ
氏
）
が
キ
ル
ト
の
タ
ペ
ス
ト
リ

ー
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
同

セ
ン
タ
ー
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
今
号
の
主
な
内
容
》

・　

年
度
か
ら
消
防
事
務
を
都
へ
委
託　
　
　
　
　
　
　
　

２
面

２２
・
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
高
額
療
養
費
の
ご
案
内　
　
　

３
面

・
東
久
留
米
駅
北
口
で
連
絡
通
路
の
新
設
工
事　
　
　

４
・
５
面

・
わ
く
わ
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催　
　
　
　
　
　
　

８
面

　東久留米市男女平等推進センターは、市における男女
共同参画を進めるための事業や、市民の皆さんが活動を
行う施設です。また、同センターでは、各種相談や講座
の開催のほか、会議室の貸し出し、図書・ビデオの貸し
出し等も行っています。気軽にご利用ください。
　詳しくは同センター緯４７２・００６１（火曜日休館）へ。
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リボンを作成していただ
いた手芸クラブの皆さん

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
国
か
ら
帰
国
さ
れ
た
方

等
で
、　

度
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方
は
、
医
療
機
関
を

３８

受
診
す
る
前
に
、
次
の
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
等
に
必
ず

電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
多
摩
小
平
保
健
所
＝
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
、
緯
４
５
０
・
３
１
１
１

　

●
東
京
都
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
＝
前
記
以
外
の
時
間

帯
、
緯　

・
５
３
２
０
・
４
５
０
９
（
平
日
夜
間
、
土

０３

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
も
対
応
）

　

●
厚
生
労
働
省
相
談
電
話
窓
口
＝
平
日
の
午
前
９
時

～
午
後
９
時
、
緯　
・
３
５
０
１
・
９
０
３
１
（
土
曜
・

０３

日
曜
日
、
祝
日
も
対
応
）

　

詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
緯
４
７
０
・
７
７
６
９
ま
た

は
健
康
課
緯
４
７
７
・
０
０
３
０
へ
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

　
　
　
　
　
　
　

対
応
は
冷
静
に

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

東
久
留
米
市
商
工
会
で
は
、

５
月
ご
ろ
に
給
付
が
予
定
さ

れ
て
い
る
定
額
給
付
金
を
、

市
内
の
お
店
で
ご
利
用
い
た

だ
こ
う
と
の
目
的
で
、
生
活

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
５
月

　

日（
金
）～
６
月　

日（
火
）

１５

３０

の
期
間
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の

参
加
方
法
は
、
今
号
（
５
月

　

日
号
）
の
折
り
込
み
チ
ラ

１５シ
の
応
募
は
が
き
に
、
市
内

商
店
で
買
い
物
を
し
た
レ
シ

ー
ト
３
店
分
を
張
り
、
同
商

工
会
に
送
付
し
て
い
た
だ
く

と
、
最
高
１
万
円
～
１
０
０

０
円
の
現
金
が
抽
選
で
１
１

５
人
に
還
元
さ
れ
ま
す
。

　

５
月
に
給
付
さ
れ
る
定
額

給
付
金
を
、
ぜ
ひ
市
内
の
お

店
で
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

生
活
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
東
久
留
米
市

商
工
会
緯
４
７
１
・
７
５
７

７
へ
。

総
額　

万
円
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

２０

生
活
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

定
額
給
付
金
は
市
内
の
お
店
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

東
久
留
米
市
商
工
会

開館日：火曜日と年末年始を除く毎日
所在地：〒２０３－００５３、本町３－９－１－１０２
電　話：４７２・００６１　ファクス：４７２・００５３
メールアドレス：fifty2@higashikurume-city.jp

男女平等推進センター

　配偶者暴力は、犯罪となる行為を含む重大な
人権侵害です。この問題への対策として、市で
は「東久留米市配偶者暴力対策基本計画」を策
定しました。
　【計画の位置づけ】この計画は「配偶者からの
暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」を
踏まえ、市における施策を体系的に示すもので
す
　【計画策定にあたって】庁内協議会（男女共同
参画推進協議会）で協議し、男女平等推進市民
会議とパブリックコメントのご意見をいただき
ながら策定しました
　【計画の期間】現行の「（改訂版）男女平等推
進プラン」に対応する計画であるため、同計画
の残期間となる２３年３月３１日までの２年間
　【計画の構成】次の通り
　①計画の策定にあたって＝計画の目的▼計画
の位置づけおよび性格▼計画の期間
　②配偶者暴力をめぐる現状＝東京都・東久留
米における配偶者暴力の現状▼国・東京都・東
久留米市のこれまでの動き
　③東久留米市における配偶者暴力対策＝配偶
者暴力の予防に関する取り組み▼配偶者暴力に
関わる相談事業の充実▼自立生活再建のための
支援体制の整備
　計画およびパブリックコメントへの回答は、
５月１５日（金）から市ホームページ、市政情報
コーナー（市役所２階）、各図書館等でご覧いた
だけます。
　詳しくは生活文化課男女共同参画係緯４７０・
７７３８へ。

東久留米市配偶者暴力対策
基本計画が策定されました

　【映画紹介】遺体を棺（ひつぎ）に納める「納棺師」。一見地
味で触れ難いイメージの職業をテーマに、愛すること生きるこ
とを紡ぎだす感動作。第８１回アカデミー賞外国語映画賞を日本
映画初受賞、ほか受賞多数作。
　▼日時　６月１８日（木）、１回目が午前１０時～午後１時、２回
目が午後２時～５時▼会場　男女平等推進センター会議室▼対
象　上映後のおしゃべりに参加できる方▼定員　各回２４人（応
募者多数の場合は抽選）▼参加費　無料　※２歳～未就学児の
保育あり。
　申し込みは、６月４日（木）までに（必着）、往復はがきの往
信面に氏名（フリガナ）・住所・電話番号（ファクス番号）・保
育が必要な方は、お子さんの氏名（フリガナ）と年齢を記入の
上（返信表面にも住所・氏名を書いて）、〒２０３－００５３、本町３
－９－１－１０２、男女平等推進センターあて郵送を。
　詳しくは同センター緯４７２・００６１（火曜休館）へ。

　ＮＨＫ「冬ソナ」解説で有名な佐々木瑞枝教授を講師にお迎
えして、文章を書く際に知っておくと得をする表現・日本語表
記ナビ講座を開催します。
　▼日時　６月６日（土）午後１時～３時▼会場　市役所７階
７０１会議室▼講師　武蔵野大学文学部・大学院教授の佐々木瑞枝
氏▼定員　６０人▼参加費　無料　※２歳～未就学児の保育あり。
５月１８日（月）～２８日（木）に要予約。
　申し込みは５月１８日（月）～６月４日（木）に、氏名（フリ
ガナ）・電話番号（ファクス番号）、保育が必要な方は、お子さ
んの氏名（フリガナ）と年齢を記入の上、電話（４７２・００６１）、
またはファクス（４７２・００５３）で男女平等推進センター（火曜
休館）へ。
　詳しくは同センターへ。

≪講座≫ライターをめざす人たちのための
～よりよい表現ナビ～

シネマｄｅおしゃべり～上映映画「おくりびと」

男女平等推進センター主男女平等推進センター主催催


